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(3月末現在)

財政状況の公表に関する条例

末)の財政状況を公表します。

歳出
仁二コ支出済額
仁二コ予算現額

消防費

議会費
支出済額 117 ，215千円
予算現額 118 ，124千円

支出済額 273 ，302千円
予算現額 300 ，110千円

民生費

税等の収納状況

災害復旧費
支出済額 5，607千円予算現額 69，692千円

商工費
支出済額 32，167千円 予算現額 32，374千円

予備費
支出済額 O千円予算現額 2，000千円

土木費

町税の内訳町民が負担する税
税 額

(単位千円)

1 ，801 ，731 ，000円

1人当た り (人口22，566人)

79 ，843円

l世帯当たり ( 8 ，020世帯)

224 ，655円

町 民税

固定資産税

国保税

水道料

その他の税

予算額 収入済額

875 ,533 898 ,135 

768.483 797 ,574 

400 ,413 416,090 

176,204 166,065 

157,715 162,680 

特別 A.. 
~ 計予算執行状況 (単位 : 千円)

~ 計 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

老 人 保 健 2,373 ,153 2,042,688 86.1 % 2,127 ,344 89.6 % 

国 民 健 康 保 険 1,390,949 1,352,501 97.2 1,124,069 80.8 

簡 易 7}く 道 事 業 315 ,602 310,819 98.5 298 ,639 94.6 

農業集落 排水 事業 221 ,541 33 ,332 15.0 54,475 24.6 

町 P邑A 墓 地 129,749 137,008 105.6 99,786 76.9 
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平成 10 年度

地方自治法および重信町

に基づき平成10年度 (3 月

歳 入

使用料及手数料
収入済額 60，757千円
予算現額 63，188千円

財産収入
収入済額 14，215千円
予算現額 15，458千円

口
二

-' 

町債

地 方債 の 現在 古
同

、_，

(単位:千円)

~竺分 資金運用部 年 金 簡易保険 公金営融公企庫業 市町村
市中銀行 振市興町協村会 計共済組合

一般公共事業 426,962 426,962 
一般単 独事 業 1,212,048 1,061 ,598 309,000 19.492 269 ,498 243 ,580 3,115 ,216 
公営住宅建設事業 128 ,763 183 ,990 16,794 329,547 

義務教育施設整備事業 196,129 151 ,616 347 ,745 

公共用地先行取得事業 51 ,586 51 ,586 

災害復 旧事 業 25,089 25,089 

一般廃棄物処理事業 556.600 556,600 
厚生福祉施設整備事業 81 ,774 81.774 

地域改善対策特定事業 248,558 248,558 
減収補てん債 21 ,350 21 ,350 
財源対策債 4,371 73,594 17,648 24,700 2,100 122,413 
臨時財政特例債 180,036 180,036 
公共事業等臨時特例債 29 ,426 29 ,426 
減税補てん債 458 ,677 458,677 
調 整 債 2,798 2,798 

上水道事業 14,200 18,300 32,500 

臨時税収補てん債 122,100 122,100 
i口b、 計 2,853,028 711 ,968 1,459,365 368,794 19,492 496,150 243 ,580 6,152,377 

3 広報しげのぷ 6月号



平成10年度

」
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体育館アリーナ

平成10年度lこ完成しだ建設事業をお知らせします。

①重信町総合公園整備事業
総事業費 360 ， 000干円

(内簡易生命保険積立金還元融資額 162 ， 500千円)

②重信町民体育館建設事業
総事業費 558 ，798千円

(内簡易生命保険積立金還元融資額 158 ，000千円)

③重信町アスレチックジム建設事業
総事業費 20 ， 539千円

(内簡易生命保険積立金還元融資額 15 .400千円)

④平松上樋線道路改良事業
総事業費 64 ，797干円



緑
あ
ふ
れ
る
E
の
上
仁
建
つ
ツ
イ
ン
ド

ー

ム
の
中
か
ら
「
工
イ
」
「
オ
|

」
「
ヨ
イ

シ
ヨ
」
の
掛
け
声
の
中
巴
笑
い
が
あ
ふ
れ

、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
だ
ち
の
熱
気

、

ガ

は
じ
け
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
少
し
で
も
時
間

を
つ
く
っ
て
身
体
を
動
か
し

、

自
分
の
気

巴
入
つ
だ
運
動
を
し
て
爽
快
感
を
得
よ
う

と
い
う
人
達
ガ
、
こ
の
施
設
を
継
続
的
巴

利
用
し
て
い
ま
す
。

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
が
で

き
ま
す
。

解
放
感
の
あ
る
高
い
天
井
は

、

自
然
の
明
る
さ
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
巴
と
東
京
ド
ー
ム
と
同

じ

テ
フ
ロ
ン
膜
を
使
用
し

、

雨
天
で
も
照
明

を
つ
け
な
く
て
も
充
分
競
援
が
で
き
ま

す
。

夜
に
な
る
と
圧
の
上
巳
幻
想
的
な
ド

d
 

トレーニングルーム
町内の景色を眼下にトレーニング

3
y
h
却

す
市
ま
山
、
ー
ス

u

-

u
J
I
 

ー
ム
の
屋
根

、

か
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

-

し
す
性

守
山

用
で
男

多
目
的
ル
ー
ム
で
は

、

工
?
口
ビ
ク
ス

、

，
.

利
い
ト

ジ
ャ
ス
ダ
ン
ス
と
会
議
等
巴
利
用
で
き
ま

号

泣
川
拡

4
'
4

，

怠
封
Z
R
ι
'
、

/
l
、

す
。

壁
巴
収
納
さ
れ
て
い
る
特
大
の
鏡
は

、

ト
ノ，

~←却
の

美
し
さ
と
技
を
極
め
よ
う
と
す
る
人
達

十
い
三
唱

d
'
l

-
(
l
v
 

C
大
い
C
活
用
さ
れ

、

自
分
の
容
姿
や
演

，

の
て

申
』

三
、
パ

技
巴
酔
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

バ
ペ
剖
凱

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、
窓
か
ら

μ

ご

四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一

t
刈

引
甘
い

人
ひ
と
り
の
2
2
2

運
動
が
で
き

る

近
明

ま
す
。

現
在
の
自
分
の
年
齢
や
体
力
巴
〈
一
口

、
げ
が
で

-
t
1
→q
J

円

つ
定
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て

、

よ
り
多

戸
也

ま
∞

く

の
運
動
量
を
こ
芯
し
だ
人
は

、

「
自
分

十
ν
別
山

は
、

若
い
ん
だ
。

健
康
な
ん
芝
」
と
こ
っ

同
岡

山
は

そ
り
優
越
感

C
2
2

リ
も
で
き
ま

別

討

す
。
こ
の
ド
ー
ム
を
ス
ポ
ー
ツ
や
し
ク
レ

4
1
1
も
付
バ

ー
ジ
ョ
ン
C
気
軽
に
利
用
し
て
い
芝

、だ

浅
田

詑
安

‘ 
.. 
判
りh
j
J

き
、

夫
婦
聞
や
職
場

、

そ
の
他
で
定
ま
っ

F
V
職
貯

だ
ス
ト
レ
ス
を
発
敵
し

、

体
力
づ
く

り
や

-
乙
加

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
C
も
大
い
に
役
立

l
v
山
町

h
y

ョ
ー

て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

、

J
い
い1

六
月
巴
オ
ー
プ
ン
す
る
総
合
公
園
の

W
J
明
J

、

a
F

手
小

/
\

中
の
多
目
的
広
場
は

、

ま
さ
に
自
然
の
中

-
L
泊
多

圃

'

f

r

c
あ
り

、

思
い
切
り
汗
を
流
せ
ま
す

。

こ

〈

シ
動

こ
で
は

、

サ
ッ
カ
ー
・

ソ

フ
ト
ボ
ル

、

ム恒

三
種

野
球
の
練
習
芯
ど
も
で
き
ま
す
。

L

F
恥

〈ラ
ロ
百

い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
使
っ
て
自
分
の
体

I
B

「
器

力
に
合
つ
だ
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み

、

健
康
\
(
ノ
o
。
る
グ

で
充
実
し
芝
生
活
が

送
れ
る
よ
う
巴
し
、

圃
z
a

f
d
吋

ま
し
ょ
う
。

/

-
F

八
一\
.

「週 |こ2目、ダイエットの定め|こ利用しています。 近< 1ここんないいものができ、 しかも低料金で利用でき

るのがいいですね。 器具!こ、 使用する際の注意点を書いてくれれば参考lこなるのlこと思います。」

(38才・女性
⑫ 

町内)

ι時会~ r含までは、 松山市内|こあるスポーツジムに通っていまし左。 いつも2時間くらい汗を流します。 安い、 近
民44 いがいいです。 教室を開催してくれれば、 集中できてもっとうれしいのですが。 J (40才・女性 町内)

/犬\ r体力増進のだめ、含まで5 ・ 6回利用しまし走。 安いですね。ま芝、器具のいいものがそろっているし、数

'{ピヨユ止~J ち多いと思思、います。 すいているのでで、、 ゆつ<り トレ一二ンクグやできます。oJ (け18才.男!性|性空 松山市〉

a 「吟舎日印印は芯 友一

疋忘二ミ~ r舎まてで必は、 松山市内のスポーツジ、ムに通っていましだが、 近所|こできだおかげでよくなりましだ。 景色
三_tZ を見ながら、 ここまで来る定けでも運動lこなりますね。 ジムの中は、 器具の数が少ないし、少しせまいで

すね。 ま芝、 年配の人が利用しやすいよう |こお年寄り対象|こ優遇措置はできないでしょうか。立派な施設

ですので町民の方はもっと利用すべきです。 J (60才・男性 町内)

皆さん、やはり 1回200円で利用できるという点が魅力のようです。
希望すれば、億人の年齢、体力、また目的にあったトレーニング内容を無料で詳しく組んで

くれますので、無理のない運動ができま予二
是非、眺めの良い fツインドーム重信jで爽快な汗をかかれてはいかがでしょうか。

町内)

私達も利用しやすいです。 」

( 17才・女性

5 広報しげのぷ 6月号



E主­
E司

養
費

療

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

国
保
で
診
療
を
受
け
だ
場
合
、

被
保
険
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

く
す
る
だ
め
巴
、
一
定
額
を
超
え

る
一
部
負
担
金
を
豆
払
つ
だ
場

合
、

そ
の
超
え
る
額
、
ガ
後
か
ら
支

給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制
度

、
かあ

り
ま
す
。

国
保
の
給
付
の
対
象
と
な
ら
な

い
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
入
院
時
の

食
事
代
、
歯
科
差
額
代
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
費
の
領
収
書

、

印
鑑

、

国

民
健
康
保
険
証
、
振
り
込
み
先

の
口
座
等
、
か
わ
か
る
も
の

高
額
療
養
費
の
計
算
の
墓
準

①

一
ヶ
月
ご
と
こ
白
か
ら
月
末

ま
で
)
巴
計
算
し
ま
す
。

②
病
院

、

診
療
所
ご
と
C
計
算
し

ま
す
。

③
総
合
病
院
の
各
診

療
科
は

、

別
々
の

病
院
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で

、
歯

科
と
内
科
な
ど
と

が
あ
る
場
合
、
歯

料
は
別
巴
計
算
し

ま
す
。

⑤
通
院
と
入
院

は
別

仁
計
算
し
ま
す
。

申
請
先

役
場
保
険
年
金
課

高額療養費がうけられる場合
晶額療養費の支給額

一般の世帯 住民税非課税世帯

同じ人が、 同じ月に 、 同じ医
63 ，600円との 35，400円との

療機関に支払った負担金が、

63，600円を超えたとき
差額 差額

同じ世帯で、 同じ月に 、 30 ，000
合算額と 合算額と

円以上の負担金を 2回以上支

才ムった場合(住民税非課税世帯
63 ，600円との 35，400円との

の場合は、 21 ， 000円以上)
差額 差額

同じ世帯で 、 12 か月以内に、 4回目からは 4回目からは

4回以上の高額療養費の支給 37 ，200円との 24 ，600円との
を受けた場合 差額 差額

高額の治療や長い間続ける必

要のある病気(血友病や人口透 10 ，000円との差額
析の必要な慢性腎不全)

」

民

こ
ん
な
時
は
届
け
出
を

成
人
・
就
職
・
転
居
・
結
婚
・
転

職
・
退
職
等
、
人
生
の
節
目
仁
は

国
民
年
金
の
加
入
形
態
も
愛
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き

い年しれは -
u 金 くず I 目 Z耳主
係は!こ市 星量4・
ま 、 届町 ー

で役け村
お揚出の
問保て固
い険く民
合年定年
わ金さ金
せ課い係
下因。|こ

さ民詳忘

金

②妻。
印鑑、学生証

加
済

ず
共

以
A
-険

ム
保

出
金
)

な
年
'
リ

方
性
除

の
耳
を

生
1
者

学
を
入

や
出
加

業
屈
の

州
自
の
ム
口

白
人
組

②重D
印鑑、本人 ・配偶者の年
金手帳、健康保険証

@至。
印鑑 、 本人・配偶者の
年金手帳、 離職証明書

扶養している配偶者の届出を

扶養している配偶者がいる人は合
わせて届出を

@重D
印鑑、年金手帳

笹重D
印鑑、 年金手帳

住民票の届出と同時に届出を

任意加入を希望される方は、
任意加入の届出を

(帰国したときにも届出を)

海外に居住するように
なったら

第3号被保険者の配偶者
が会社などを変わったら

のま
証制

服

、
ノ
漏
自
信
英

一
崎
一
上
船

(
本
帳

、手
鑑
金

印
年

結婚したときや収入が減ったとき

厚生年金保険・共済組合の加
入者の扶養からはずれたとき

@重D
印鑑、本人・配偶者の年金手
帳、健康保険証、離職証明書

厚生年金保険。共済組合
共済組合。共済組合

厚生年金保険。厚生年金保険

離婚したときや収入が増えたとき

20歳になったとき

会社などに勤めるように
なったら

会社などをやめたら

住所 ・氏名が変わったら

<-

厚生年金保険・共済組合の
加入者の扶養になったとき

6 

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
二
階
巴
あ
る
お
話
コ

ー
ナ
ー
室
を
、
お
子
さ
ん
連
れ

の
方
々
仁
一
般
開
放
し
て
い
ま

す
。
(ご
利
用
の
万
は

、

カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
申
し

出
て
下
さ
い

。
)

こ
の
コ
ー
ナ
ー
室
で
は
、
第

一
一
・
第
四土
曜
日
の
午
後
二
時

か
ら
三
時
ま
で
、
幼
児
を
対
象

に
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
、
芝
さ
い
。

ま
定

、

読
み
聞
か
せ
を
し
て

く
芝
さ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
?
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興

昧
の
あ
る
万
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
下

さ
い
。

図
書
館
宙
九
六
回
l

三
四
一
四

図
書
寄
贈
お
礼

次
の
万
々
よ
り
図
書
等
を
寄
贈

し
て
い
定
吉
き
ま
し
だ
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
定
。
(
敬
称
略
)

藤
岡
英
夫
・
森
田
業
予
・
永

田

志
保
・
4フ
野
敏
伸
・
池
川
広
一

越
智
英
明



H11年度
税制改正Jlλ所得議穂\ID:

平
成

一
一
年
度
税
制
改

正
法
案
が
成
立
し

、

所
得

税
・

個
人
住
民
税
等
巴
つ
い

て
最
高
税
率
の
引
き

下
げ

や
定
率
減
税
の
実
施
芯
ど

の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ

ま
し
だ
。

1
.

最
高
税
率
の
引
き
下
げ

【所
得
税
】

課
税
所
得
金
額

、

か
三
千

万
円
を
超
え
る
部
分
の
金

額
巴
適
用
さ
れ
て
い
た
所
得

税
の
最
高
税
率
、
万
五
O
%

か
ら
三
七
%
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
と
と
ち

C
、

最
高
税

率
、

ガ
適
用
さ
れ
る
課
税
所

得
金
額
、
か
一
八
O
O
万
円

を
超
え
る
部
分
の
金
額
と

な
リ
ま
し
だ
。

課税所得金額 改正後 改正前

330万円以下の部分 10% 10% 

330万円超 900万円以下の部分 20% 20% 

900万円超 1 ， 800万円以下の部分 30% 30% 

1 ，800万円超 3 ，000万円以下の部分 37% 40% 

3 ， 000万円超の部分 。

巳竺ι

【個
人
住
民
税
(
町
県
民
税
)
】

課
税
所
得
金
額

、

か
七
O

O
万
円
を
超
え
る
部
分
の
金
額
巴

適
用
さ
れ
て
い
芝
個
人
住
民
税
の

最
高
税
率
、
ガ一
五
%
か
ら
二

二
%

巴
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
左

。

課税所得金額
改正後 改正前

町民税県民税 町民税県民税

200万円以下の部分 3% 2% 5% 3% 2% 5% 

200万円超
8% 2% 10% 8% 2% 10% 700万円以下の部分

700万円超の部分 10% 3% 13% 12% 3% 15% 

2
.

扶
養
控
除
額
の
引
き
上
げ

扶
養
控
除
額

、

か
次
の
扶
養
親
族

の
区
分
仁
応
じ
て
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
足
。

改正後 改正前
扶養親族の区分

所得税住民税所得税住民税

年齢16歳未満の
48万円 I~ 38万円~ 扶養親族

E器特定扶養親族
63万円 45万円 58万円 43万円

(16歳以上23歳未満)

※平成12年度分以後の個人住民税について適用

3
.
定
率
減
税
方
式
に
よ
る

減
税
の
実
施

平
成
一
一
年
分
以
後
の
所
得

税
・
個
人
住
民
税
巴
つ
い
て

、

そ
の

年
分
の
税
額
の

一
定
割
合

、

ガ
減
税

(定
率
減
税
)さ
れ
る
こ
と
巴
な
り

ま
し
定
。

【所
得
税
】

ω
定
率
減
税
額

そ
の
年
分
の
所
得
税
額
の
二

O
%
相
当
額
(
二
五
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
)

ω
定
率
減
税
の
実
施
方
法

①
給
与
所
得
者

ィ
.

平
成
二

年
四
月
一
日
以
後

巴
麦
払
わ
れ
る
給
与
等
巴
つ
い

て
は

、

定
率
減
税
を
織
リ
込
ん

芝
新
し
い
税
額
表
を
使
用
し
て

源
泉
徴
収
税
額
を
求
め
ま
す
。

口
平
成
一

一
年

一
月
一
白
か
ら

三
月
三

一
日
ま
で
の
閏
巴
支
払

わ
れ
だ
給
与
等
巴
係
る
定
率
減

税
は

、

平
成
一

一
年
六
月
一
日

以
後
最
初
C
支
払
わ
れ
る
給
与

等
の
源
泉
徴
収
税
額
か
ら

、

同

年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三

一
日

ま
で
の
閏
巴
麦
払
わ
れ
だ
給
与

等
巴
対
す
る
源
泉
徴
収
税
額
の

合
計
額
の

二
O
%
巴
相
当
す
る

金
額
(四
万
五
千
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

以
下
「
給
与
特
別
調

整
控
除
額
」
と
い
い
ま
す
。
)を

控
除
す
る
こ
と
仁
よ
り
行
い
ま

す
。

ハ
給
与
特
別
調
整
控
除
額
の
う

ち
、

前
記
口
.
巴
よ
る
控
除
を
し

て
ち
な
お
控
除
し
き
れ
な
い
部

分
の
金
額
巴
つ
い
て
は

、

以
後

平
成

一
一
年
中
巴
麦
払
わ
れ
る

給
与
等
仁
対
す
る
源
泉
徴
収
税

額
か
ら
順
次
控
除
し
ま
す
。

二
最
終
的
巴
は
年
末
調
整
の
際

巴
、

定
率
減
税
額
を
精
算
す
る

こ
と
巴
な
り
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
の
受
給
者

ィ
.

平
成
一
一
年
四
月

一
日
以
後

仁
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
等
巴

つ
い
て
は

、

源
泉
徴
収
さ
れ
る

べ
き
所
得
税
の
額
か
ら

、

そ
の

所
得
税
の
額
の

二
O
%
に
相
当

す
る
金
額
が
控
除
さ
れ
ま
す

。

(控
除
額
は

、
二
万
八
五
O
円

巴
公
的
年
金
等
の
支
給
の
計
算

の
基
礎
と
な
っ
定
期
間
の
月
数

を
乗
じ
て
計
算
し
だ
金
額
を
限

度
と
し
ま
す
。
)

口
.

平
成
一
一
年

一
月
一
日
か
ら

三
月
二
二
日
ま
で
巴
支
払
わ
れ

芝
公
的
年
金
等
巴
係
る
源
泉
徴

収
税
額
の
定
率
減
税
巳
つ
い
て

は
、

給
与
所
得
者
に
準
じ
だ
方

法
巴
よ
り
ま
す
。

ハ
.

最
終
的
仁
は

、

確
定
申
告
の

際
巴
定
率
減
税
額
を
精
算
す
る

こ
と
巴
芯
り
ま
す
。

③
事
業
所
得
者
等

イ
予
定
納
税
巴
つ
い
て
は

、

予

定
納
税
基
準
額
巴
定
率
減
税
を

織
り
込
ん
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

口
.

確
定
申
告
の
際
巴

、

そ
の
年

分
の
所
得
税
額
か
ら
定
率
減
税

の
額
を
控
除
す
る
こ
と
巴
な
り

ま
す
。

【個
人
住
民
税
】

ω
定
率
減
税
額

そ
の
年
度
分
の
個
人
住
民
税
所

得
割
額
の
一
五
%
相
当
額
(四
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。
)

ω
定
率
減
税
の
実
施
方
法

平
成
六
年
度
j
八
年
度
の
定

率

巴
よ
る
特
別
減
税

に
お
い
て
は

、

一
定
の
月
分
を
不
徴
収
と
す
る
特

例
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
定

、

ガ
、

会
回
の
減
税
は

、

恒
久
的
減
税
と

さ
れ
だ
だ
め

、

こ
う
し
だ
特
例
は

あ
り
あ
せ
ん
。

従
っ
て

、

減
税
後
の

税
額
を

、

給
与
所
得
者
で
特
別
徴

収
の
場
合
は
年

一
二
回
で

、

そ
の

他
の
普
通
徴
収
対
象
者
の
場
合
は

年
四
回
仁
分
け
て

、

通
常
納
期
仁

徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

。

ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
芝
ら

税
務
署
又
は
役
場
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町県民税第1期

国民健康保険税第1 期

納税期限6月 30日同

6月の納税

7 広報しげのぷ 6月号



設
立
一

健
964-4170(直通)
964・2001(代表)

食
生
活

去
る
四
月
一
四
日

、

平
成
二

年
度
重
信
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
総
会
を
久
保
徳
代

、

愛
媛
県

保
健
栄
養
推
進
協
議
会
会
長
さ
ん

等
の
御
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し

定
。私

達
は

、

「
栄
養
」
「
運
動
」
「
休

養
」
の
学
習

、

「
健
康
芯
心
と
体
は

自

分
の
手
で
」
を
モ
ッ

ト
ー
巴

、

家
族
や
地
域
の
人
々
の
健
康
づ

く

り
の
定
め

、

地
区
ご
と
巴

公
民
館

で
料
理
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま

一

す
。

料
理
講
習
会

聞

は
、

回
覧
で
の
呼

び
か
け
芝
け
で
は

あ
ま
り
反
応
が
な

か
っ
疋
の
で

、

と

も
し
び
会
の
方
の

ご
協
力
を
い
だ
芝

き
、

個
々
巴
呼
び

か
け
左
お
か
げ

で
、

多
数
の
万
の

参
加
が
あ
り
ま
し

定
。

当
日
は

、

私

達
食
生
活
推
進
員

が
講
師
と
な
り

、

骨
組
罷
症
予
防
巴

つ
い
て
の
話
と
調

理
実
習
を
行
い
ま

保

(_ 

し
定
。

挨
拶
を
す
る
の
も
ハ
ラ
ハ

ラ
ど
き
ど
き

、

ま
し
て
伝
達
講
習

の
時
と
も
な
る
と
頭
は
ま
っ
白

、

足
は
ガ
ク
ガ
ク
:
。

参
加
し
て
い

左
古
い
左
方
に
う
ま
く
伝
わ
つ
だ

か
ど
う
か
不
安
で
し
だ

、

か
、

皆
さ

ん
勉
強
巴
な
っ
左
と
満
足
そ
う

で
、

ま
だ
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

か
っ
左
と
言
っ
て
い
尼
芝
き

、

胸

を
な
で
お
ろ
し
ま
し
だ
。

調
理
実
習
で
は

、

シ
フ
ー

ド

風
の
野
菜
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
ガ
娼
評

で
、

あ
っ
さ
り
昧
で
食

べ
易
か
っ

芝
と
高
齢
者
の
万
巴
と
て
も
喜
ん

で
い
定
吉
き
ま
し
定
。

ま
だ

、

毎
月
一
回

、

独
居
老
人

へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
協
力
を

し
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
巴
私
達
は
生
活
習
慣

病
の
予
防
の
定
め
食
生
活
改
善

C

努
め

、

健
康
で
明
る
い
長
寿
社
会

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す

。

食
生
活
や
運
動
仁
つ
い
て
興
味

の
あ
る
万
は
地
域
の
公
民
館
や
町

民
会
館
へ
足
を
運
び

、

一
緒
巴
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

会
員
一
同
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(書
記
山
内
智
恵
子

)

健
康
な
今
だ
か
ら
と
そ

健
康
診
査
を

健
康
改
善
教
室

皆
さ
ん
は
健
康
診
査
を
伺
の
定

め
に
受
け
て
い
ま
す
か
?
病
気
を

見
つ
け
る
だ
め
定
け
の
も
の
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

健
康
診
査
は

自
分
の
体

、

か
、

ム
フ
ど
のく
ら
い
健

康
な
の
か
を
知
る
だ
め
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す

。

健
康
診
査
を
機
会
巴

、

こ
れ
か

ら
を
元
気
巳
生
き
生
き
と
過
ご
す

だ
め
の
万
法
を
健
康
改
善
教
室
で

学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
七
月

一
二
日
開

午
後
一
時
三
O
分
j

三
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

愛
媛
大
学
医
学
部

公
衆
衛
生
学

教
授
小
西
正
光
先
生

講
師

※
七
月
五
日
開
ま
で
仁
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

(事
前
区
申
し
込
ま
れ
だ
方
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す

)

8 

か
が
や
く
歯

あ
な
た
の
笑
顔
の

パ
ー
ト
ナ
ー

6
/
4
1
6
/
ω
は
歯
の
衛
生
週
間

健
康
で
楽
し
く

人
生
を
過
ご
す

だ
め
巴
は

、

ま
ず
自
分
の
歯
で
ち

の
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

お
い
し
く
食

べ
る
定
め
巴
は

、

少
な
く

と
も
自
分
の
歯
が
二
十
本

は
必
要
で

、

そ
の
だ
め
巴
八
十
歳

巴
な
っ
て
も

、

二
十
本
の
歯
を
残

そ
う
と
い
う

、

「
八
O
二
O
運
動
」

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

歯
を
失
う
原
因
は

、

歯
ぐ
き
の

病
気
で
あ
る
歯
周
病

、

ガ
最
も
多

く
、

つ
い
で
む
し
歯
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ど
ち
ら
も
「
痛
み
」
な
ど
の
自

覚
症
状
、
ガ
で
て
き
定
時
巴
は、

か

な
り
進
ん
で
い
ま
す
。

歯
を
失
わ
な
い
だ
め
巴
は

、

毎

日
の
歯
と
歯
ぐ
き
の
ブ
ラ
ツ
シ

ン

グ
や

、

定
期
的
な
歯
科
検
診
な
ど

が
大
切
で
す
。

歯
の
衛
生
週
間
を
機
会
巴

、

歯

科
検
診
等
を
う
け

、

歯
の
健
康
づ

く
り
を
寸
す
め
ま
し
ょ
う

。



自分の体は自分で管理 f
検診名 検 診 内 容 対象者 料金 特徴
結核検診 胸部エックス線検査 19歳以上 無料

結核・肺がん検診 胸部エックス線検査、 問診 40歳以上 200円 近年40歳になった
子宮頚がん検診 問診、 視診、 細胞診 30歳以上 600円 方が多く安診される
事Lカ札検診 問診、 視診、触診 30歳以上 300円 ようになってきまし
胃カ礼検診 問診、 胃部エックス線検査 (バリウムを飲みます。) 40歳以上 900円 た。 ぜひ、 毎年続け
大腸がん検診 問診、 便潜血検査 40歳以上 500円 て受診を 11
前立腺がん検診 問診、 血液検査、 直腸診 55歳以上の男性 300円

女検査項目*
尿検査(糖・蛋白・潜血) ・身体計測 ・血圧測定・問診 〈受診方法〉
血液検査 検査日に検査を受

基本健康診査 |脂質惜コレステ臼ル旧コレステ口一肪)
40歳以上 無料

け、診察日に医師

貧血検査(血色素、ヘマトクリッ卜、赤血球数) の診察・指導、保
肝機能 (GO丁、 GP丁、 y-GTP) ・ ALP 健婦・栄養士の生
腎機能(クレアチニン)、原酸、血糖検査 活相談を受けます。
牢精密検査 (必要な方のみ) HbA旬、 心電図、 根底検査

個別健康診査 基本健康診査と同じ内容(検査及び医師の診察)で重信町内指 昭和14年
無料

指定医療機関ヘ予
(ミニ人間ド.ック) 定医療機関にて平成11 年6月 1 日 -8月 31 日実施 生まれの方 約をl

※各種健康診査とも、 必ず事前に申し込みが必要です。

※老人保健医療受給者証をお持ちの方は、 前立腺がん検診以外のがん検診料は無料です。 受給者証をご持参下さい。

と き と」ろ

山之内公民館

6月 28 日(月) 山之内井口公民館

樋口公民館

田窪団地集会所
6月 29 日比)

横河原公民館

八反地集会所
6月 30日同

志津川集会所

7月 1 日岡
見奈良公民館

上村集会所

7月 2日隆)
田窪公民館

重信町民会館

(場所別検診一覧表)
町民会館

とき 検診名

6月 29日凶

7月 1 日同 子宮頚がん・乳がん検診

8月 3日凶

8月 10日以j
基本健康診査検査日

子宮頚がん・乳がん検診

9月 2 日同 子宮頚がん・乳がん検診

9月 9日同
9月 10日闘

胃・大腸がん検診
9月 13 日 (月)

9月 14 日凶

10月 6日同
前立腺がん検診

10月 15 日闘

下林集会所
とき 検診名

7月 13日凶
基本健康診査検査日

子宮頚がん・乳がん検診

南野田集会所
とき 検診名

7月 13日凶 基本健康診査検査日

9 広報しげの13i 6月号

結核・肺がん検診
時間 と き ところ 時間

13: 30-14 : 00 
7月 5 日(月)

堀池集会所 13: 30-14 : 30 

14: 30-15 : 00 牛測集会所 15: 30-17 : 15 

15: 30-17 : 15 
7月 6 日伏)

牛決l団地第1 集会所 13: 30-15 : 30 

13: 30-14 : 30 新村集会所 16: 30-17 : 15 

15: 00-17 : 15 西岡集会所 13: 30-15 : 00 

13: 30-14 : 30 
7月 7 日同

南野田区倉庫前 15: 30-17 : 15 

15: 00-17 : 15 下林宮之段集会所 13: 30-14 : 30 

13: 30-14 : 30 7月 8日同 下林集会所 15: 30-17 : 00 

15: 30-17 : 15 重信町民会館 17: 30-18 : 30 

13: 30-15 : 30 

16: 00-17 : 15 

北吉井小学校体育館
受付時間 とき | 検診名 | 受付時間

13: 00-14: 00 

1 基本健康診査検査日 I 9: 00-11 : 00 
28 日伺) I 守由同 L，" I 国E d , 4 AZA | 

|チ宮績がん・草Lがん積診 I 13: 00-14 : 00 

8月 27 日出|子宮頚がん・乳がん検診 113:00-14:00

13: 00-14: 00 南吉井小学校体育館
13: 00-14: 00 とき 検診名 受付時間

7月 9日樹
基本健康診査検査日 9: 00-11 : 00 

子宮頚がん・乳がん検診 13: 00-14: 00 
7: 30-9: 30 8月 24 日凶 子宮頭がん・乳がん検診 13: 00-14: 00 

上林公民館
13: 30-15: 00 とき 検診名 受付時間

結核r肺がん検診

上林公民館 7:30-11 :00 

受付時間 8月 4日凶 上林谷バス停 (8月4日のみ) 11 :30-12:00 

8月 5日同 胃・大腸がん検診 7: 30-9: 30 
13: 00-14: 00 基本健康診査検査日 8:00-11 :00 

子宮頚がん. ~Lb~，ん検診 (8月4日のみ) 13: 00-14: 00 

受付時間

9: 00-11 : 00 
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を

開

催

阿
部
美
保
之
J

(商
工
会
婦
人
部
)

少
子
化
問
題

へ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
巴
つ
い
て

五
海
稲
ミ
ツ
子

(食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
)

学
童
期
の
食
生
活
の
あ
り
万
巴
つ

い
て

六
竹
村
町
手

(
と
ち

し

び
母

親
ク
ラ
ブ
)

福
祉
と
現
庁

舎
移

転
後
巴
つ
い
て

七
西
田
芳
子

(生
活
文
化
女
性
塾
)

環
境
と
現
庁
舎

移

転
後
の
有
刻
利
用
巴

つ
い
て

四

名
質
問
巳
は
町

長
、

担
当
課
長
ら

、

か

回
答
し
て
下
さ
い
ま

し
だ
。

会
回
の
取
り

組
み
で

、

女
性
の
立

場
で
真
剣
巴
考
え
る
こ
と

、

か
で
き
て

、

よ
か
っ
左
と
思
い
ま
す

。

ムフ
後
と
ち

、

町
ゃ

つ
く

り
巴
貢
献
で
き

る
よ
う

、

が
ん
ば
っ
て
い
き
疋
い
と
思

い
ま
す
。

(女
性
会
議
副
議
長

平
岡
初
美
)

、，

少

新
村
麦
部
は

、

会
員
一
O
名
で
す
。

継
続
し

て
行
っ

て
い
る
活
動
は

、

料
理
講
習
と
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
と
ゴ

キ
ブ
リ
団
手
作
り

な
ど
で
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
毎
週
木
曜
日
巴
行
っ
て
お
り

、

八
年
目
を
迎
え
ま
す

。

熱
心
巴
行
っ
て
い
る
方
と
そ
う

で
な
い
方
と
の
差
は

、

し
っ
か
り
と
つ
い
て
き
ま
し
定

。

数

精

鋭

10 

ストレッチ体操で-汗を流す会員

心
つ
ま
で、

支
部
長
の
ア
イ
デ
ア
で

、

手
芸

、

石
け
ん

づ
く
り

、

講
話
な
ど

、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
き
ま

し
だ

、

か
、

ム
フ
年
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
て
も
楽

し
み
で
す

。

会
員
数

、

か
一
人
で
も
増
加
す
る
こ
と
を
願
っ
て

、

和

気
あ
い
あ
い
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

(新
村
麦
部

八
塚
清
予
)



囲
碁
日
曜
会

ゆ
っ
く
り
と
碁
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

と
き
七
月
三
日
∞

午
前
九
時
j

午
後
四
時
四
五
分

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
階
娯
楽
室

主
催
重
信
町
文
他
協
会

囲
碁
教
室

問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四
l

九
五

一
八山

内

備
考会

場
の
都
合
巴
よ
り
四
日
か
ら

三
日
に
変
更
し
ま
し
定
。

募

一
男
性
料
理
教
室
一

お :

父
出さ i
番ん i
で、

す

博

対
象
町
内
在
住
男
性

(
勤
務
先
、
ガ町
内
の
万
も
司

)

と
き
六
月
二
七
日
目

午
前
九
時
三
O
分
j
一
一
一
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
栄
養
指
導
室

講
師
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

シ
ェ
フ
ル
ー
ル

高
橋
博
手
先
生

献
立

①
手
こ
ね
ず
し

②
揚
げ
出
し
一
豆
腐

③
ウ
二
白
玉
の
薄
く
ず
仕

-リ
一
て

参
加
費
材
料
費
の
み
ご
負
担
下

さ
い
。

締
め
切
り
六
月
一
五
日

ω

一
重
信
町
ブ
i
ル
一
般
開
放一

夏
休
み

プ
ー
ル
ヘ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー

南
吉
井
小
学
校
内
巴
あ
る
重
信

町
プ
ー
ル
を
夏
期

、

一
般
開
放
し

ま
す
。

開
放
白

左
記
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り

開
放
時
間
一
二
時

j

一
六
時

登
録
方
法

町
内
在
住
の
小
学
校
五
年
生
以

上
の
万
な
ら
登
録
で
き
ま
す
。

町
民
会
館
内
施
設
課
巴
あ
る
申

し
込
み
書
仁
写
真
一
枚
(
縦
三
セ

ン
チ
、
横
二

・
五
セ
ン
チ
)
と
手

数
料
二
0
0

円
を
添
え
て
申
請
し

て
下
さ
い
。

尚
、

去
任
ま
で
の
登

録
者
も
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
二

O
O

円
を
持
っ
て
施

設
課
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
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水
4
H
叩
お
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ヨ
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7月
日月印

の
あ
る
日
が
開
放
日
で
す

。

一
テ
ン
ト
取
り
級
い
←

一
講
習
会

自
然
の
中
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

七
月

一
日
附

午
後
七
時
三
O
分
j

と
こ
ろ
重
信
中
学
校
野
球
場

(
雨
天
時
は
町
民
会
館
)

講
習
内
容

・
テ
ン
ト
の
設
営
方
法

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
の
留
意
点

。
直
接
開
催
場
所
巴
ご
集
合
下
さ

O
受
講
者
巴
町
保
有
テ
ン
ト
の
無

料
貸
し
出
し
を
許
可
し
ま
す
。

(
一
人
二
張
ま
で
)

主
催
重
信
町
教
育
委
員
会

と
き

一
数
を
か
ぞ
え
る
道
具
展
一

一
歴
史
民
俗
資
料
館
一

な
つ
か
し
の計

算
器

そ
ろ
ば
ん
(
算
盤
)
と
い
う
呼

び
名
は
、
算
盤
の
中
国
読
み
「
ス

ア
ン
パ
ン
」
が
な
ま
つ
左
も
の
芝

と
か

・••
••• 

桁
上
(
け
だ
う
え
)
二
玉

、

桁

下
(
け
だ
し
左
)
五
玉
の
紫
壇
の

そ
ろ
ば
ん
か
ら
、
デ
ン
マ
ー
ク
製

の
卓
上
計
算
器
。

そ
し
て

、

ご
年
配
の
万
な
ら
ご

存
知
「
タ
イ
ガ
l

計
算
器
」
。

町
民
会
館
巴
お
い
で
の
と
き

、

ち
ょ
っ
と
足
を
延
、
ほ
さ
れ
て
は
い

か
が
で
す
か
。

11 広報しげのぷ 6月号

六
月
の
休
館
日
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四
ど
う
思
い
ま
す
か
?

『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
シ
ョ
ン
』

先
月
号
の
本
欄
に

、

「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う

言
葉
、
か出
て
き
ま
し
だ

。

合
月

は
、

こ
の
こ
と
巴
つ
い
て
考
え

て
み
左
い
と
思
い
ま
す

。

「ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
」
と
は

、

差
別
を
受
け
て
い

る
集
団

、

刀
、

長
年
の
差
別
の
積

み
重
ね
巴
よ
り

、

他
の
集
団
巴

比
べ
て
著
し
く

不
平
等
芯
状
態

巴
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
場

合
、

格
差
を
早
急
巴
是
正
す
る

定
め
巴
と
ら
れ
る
積
極
的
な
優

遇
措
置
の
こ
と
で
す
。

具
体
的

巴
は

、

女
性
・
少
数
民
族
・
障
害

者
な
ど
に
雇
用
や
教
育
の
場
で

一
定
の
枠
を
設
け
る
政
策
で

す
。

(7
メ
リ
力
で
は
ア
フ
ア

マ
一
ア
ィ
ブ
・
アク
シ

ョ

ン
と

言
っ
て
い
ま
す
。
)

一
九
六
0
年
代
の
初
め
、
ア
メ

リ
カ
で

、

黒
人
ら

人
種
的
少

数

派
巴
対
す
る
雇
用
上
の
機
会
や

処
遇
に
お
け
る
差
別
的
取
り
扱

い
を
是
正
す
る
左
め
の
特
別
措

置
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し

だ
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
巴
は

、

比
例
代

表
名
簿
を
男
女
交
互
に
す
る
な

ど
し
て
女
性
議
員
を
増
や
す
制

度
(
ク
ォ
ー
タ
制
)
を
導
入
し
て

い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

我
、

ガ
国
C
お
い
て
も

、

「
男

女
共
同
参
画
二
0
0
0

年
プ
ラ

ン
」
で
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
の
検
討
が
打
ち
出
さ
れ

、

一
九
九
八
年
二
月
四
日
巴
出

さ
れ
定
男
女
共
同
参
画
審
議
会

答
申
で
は

、

「
我
が
国
に
お
い

て
は
、
過
去
の
経
緯
に
よ
っ
て

男
女
の
格
差
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
積
極
的
参
画
促

進
措
置
(
い
わ
ゆ
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
)
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と

、

そ

の

万
向

、

か
明
確
に
な
り
ま
し
だ

。

こ
の
動
き
と
並
行
し
て
制
定

さ
れ
左
の
が

、

先
月
号
で
紹
介

し
だ
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
な
の
で
す

。

と
こ
ろ

、

か
、

こ
の
問
題
の
先

進
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
で

、

近
l 

年
、

新
し
い
動
き
が
出
て
き
ま

し
だ
。一

九
九
六
年、

カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
住
民
投
票
で

、

ア
フ

ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
?
ク
シ
ヨ

ン

禁
止
が
可
決
さ
れ
だ
の
で
す

。

こ
れ
は

、

人
種
や
性
別
仁
よ
っ

て
優
遇
す
る
こ
と
は
不
公
平
で

あ
る
と
す
る
批
判
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
結
果
な
の
で
す
。

し
か

も
、

こ
の
住
民
投
票
の
結
果
に

つ
い
て

、

連
邦
高
裁
は
合
憲
で

あ
る
と
す
る
決
定
を
下
し
ま
し

定
。

そ
の
結
果

、

全
米
で
優
遇

措
置
の
撒
廃
を
検
討
す
る
州

、

ガ

増
え
て
お
り

、

?
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は

、

大
き

な
岐
路
巴
立
だ
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
問
題
は

、

こ
と
を
急

ぐ

と
ア
メ
リ
力
の
二
の
舞
巴
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

国
民
す
べ

て
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て

、

格

差
の
是
正
仁
育
効
巴
機
能
さ
せ

て
い
き
左
い
も
の
で
す

。

否
供
を

重 き
買 と
じ も
? っ

霊 と
蓄 知
重 る
議 た
詰 め
事 {こ

あ
い
さ
つ
は
ま
ず
自
分
か
ら

j
地
域
の
皆
さ
ん
j

い
な
い
こ
と
か
ら
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

こ
の
心
を
育
む
巳
は
学
校

や
家
庭
、
だ
け
で
は、

決
し
て
育
つ

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に

、

地
域
社
会

、

各
諸
機
闘
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
健
全

育
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
合

回
の
提
案
は

、

区
独
自
の
戸
か
け

運
動

、

あ
い
さ
つ
運
動
を
継
続
し

、

笑
顔
の
明
る
い
地
域
社
会

、

生
活

を
皆
で
築
い
て
い
こ
う
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
る
区
で
は

、

三
年
前
か
ら
区

狙
自
の
対
策
協
議
会
を
結
成
し

、

ま
ず

、

地
域
の
子
供
の
名
前
を
阿
見

え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

、

区
内
の

手
供
左
ち
の
様
子
を
議
題
と
し

、

話
し
合
い

、

日
常
的
な
情
報
交
換

な
ど
地
道
な
取
り
組
み
巴
よ
り

、

地
域
の
目
が
予
供
だ
ち
巴
向
け

ら

れ
、

笑
顔
で
元
気
の
よ
い
あ
い
さ
つ

が
多
く
受
わ
さ
れ

、

昔
の
よ
さ
を

取
り
戻
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
結
果

、

地
域
巴
潤
い
と
活
力

、

か
生
ま
れ

、

明
る
い
展
望

、

ガ
随
所

仁
現
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

各
区
・
公
民
館
で
は

、

新
区
長
・

館
長
さ
ん
を
初
め
と
し
て
皆
さ
ん

そ
ろ
っ
て
地
域
の
伝
統
行
事
や
新

し
い
時
代
に
マ
ッ

チ
し
だ
発
想
で

楽
し
い
行
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ムつ
年
も

、

町
民
大
運
動
会
が
盛

大
仁
開
催
さ
れ

、

各
公
民
館
毎
の

ユ
一
丁
ク
な
行
進

、

演
技
す
る
人

、

応
援
す
る
者
、
ガ
一
体
と
な
っ
て
華

や
か
に
盛
り
上

、

ガ
り

、

手
供
ち
大

人
も
参
加
者
全
員

、

さ
わ
や
か
な

楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
だ
こ
と

と
思
い
ま
す
。

こ
の
盛
リ
上

、

ガ
リ
こ
そ
地
域
の

活
力

、

子
供
の
健
全
育
成
の
大
き

芯
原
動
力
仁
な
っ
て
い
る
な
と
感

じ
ま
し
足
。

今
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
も

少
子
化
・
高
齢
化

、

厳
し
い
経
済
状

況
の
中
巴
あ
っ
て

、

時
代
を
担
う
若

者
を
育
て
る
巴
は
大
き
な
課
題
を

数
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

特
に

、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る、

い
じ
め

、

不
登
校

、

非
行
問
題
等

は
、

相
手
を
思
い
や
る
心

、

ガ
育
っ
て

'--
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シリーズ
介護保険制度①

介護保険つてなに???
介護保険制度は、介護を必要とする人ガ、それぞれの行動能力|こ応じて自立
し左暮らしができるよう、 ま芝家族の介護の負担を軽減することを目的とし
芝、 地域社会と連帯して福祉サーヒ、スや医療サービスなどを総合的|こ提供し
ようという国の制度です。

この制度!こついては、 広報5月号で全体の概要を掲載しましだが\ 舎白か
らその内容|こついて項目ごと|こ説明をしていきます。 舎月は、 まず介護保険
のしくみと保険料の決め方!こついて説明します。

介護保険のしくみは?
介護保険制度は、 市町村によって運営されます。 そのしくみは次のよう lこなっています。

普通徴収{市町村の個別徴収}

特別徴収(年金から天引き)

介護保険料の決め方は?
介護保険制度は、 40歳以上の万が加入すること|こなっています。この制度は市町村が実施・運営lこあだり

ますから、 40歳以上の万は、住んでいる市町村の介護保険の被保険者となります。被保険者は、年齢|こよ

り2つ|こ区分され、 保険料の計算、 納付方法が異なります。

年齢区分 65歳以上の方(第1号被保険者といいます。) 40歳以上65歳未満の方(第2号被保険者といいます。)

所得に応じて市町村ごとに決まります。 なお、 医療保険の保険料として一括して徴収されま

保険料は、 3年に1 回見直されます。~3t す。 保険料の計算の仕方や額は 、 加入している医

世帯全員が住民税非課税で 、 老齢E手金受給者 療保険によって異なります。

① 
生活保護受給者等基準額XO .5

0健康保険、船員保険、共済組合に加入している
② 世帯全員が住民税非課税基準額XO.75 場合
③ 世帯住民税課税・本人非課税 基準額X1 .0 -保険料は月収に定率をかけた金額になりま

④ 
本人住民税課税(合計所得金額250万円未満) す 。

保険料 基準額X1.25 -保険料の半分は事業主が負担します。
友び 本人住民税課税(合計所得金額250万円以上) -専業主婦などの被扶養者については直接の保

納付方法 ⑤ 
基準額X1.5 険料の負担はありません。

※基準額は未確定のため掲載していません。 0国民健康保険に加入している場合
-保険料は所得や資産等に応じて異なります。

老齢・退職年金が、 月額15 ， 000円以上の方は 、 -保険料の半分は国が負担します。
年金から天引きされることになります (特別徴 -世帯主が、 世帯員の分も負担します。
収)。年金額が、月額15 ， 000円に満たない方につ
いては、納付書や口座振替などによって市町村に

直接納めていただくことになります (普通徴収) 。

介護保険制度は、 新疋!こ始まる社会保障制度ですので、 いろいろな心配点や疑問が生じると思われます。

ま定実感がわかないかも知れませんが\ 合後重信町においても誰もか、安心して老後を過ごせるよう様々なサ

ービスの提供、健全な運営を目指していきますので、 皆さんのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先 役場保険年金課介護保険係冨964-2001附内線551 、 552

13 広報しげの<3i 6月号



ご n童手当制度について

役場福祉課
富964-2001側内線255
児童手当は、 3歳未満の児童を

養育している人lこ支給されます。

認定請求は、随時受け付けてお

り、手当は請求をし左翌月から吏

給され、s2:給事自の消滅しだ日の

月分で終わります。

原則として、毎年2月・ 6月・ 10

月|こ、それぞれの前月分までか、夏

給されます。

既|こ、児童手当を受けられてい

る万は、 3歳の誕生月分まで麦給

します。

し | 出し、所得が定額以よの場
合|こは所得制限!こより児童手当は

吏給されません。

公務員の万は、勤務先で手続き

をして下さい。

現況届の提出について
児童手当を受給されている方

は、 6月中に、現況届を提出して

下さい。

この現況届により、受給者の前

年の所得状況と6月 7 日現在の養育

の状況などを確認します。受給資

格があっても現況届が提出され芯

い場合、 6月以降の手当を受けら

れなくなることが、ありますので、

必ず提出して下さい。

現在、受給されている万へは、振

り込み通知書ととちに、現況届の

用紙を送付しますので6月30日まで

に、福祉課まで提出して下さい。

何 計調査の実施
役場企画財政課

富964-2001側内線572
平成11 年事業所・企業統計調査

及び商業統計調査が、 7月 1 日現在

で実施されます。

事業所・企業統計調査は、町内

全ての事業所を、まだ、商業統計

調査は、町内の卸・小売業の事業

所を対象として、 5年ごと lこ実施

されている最も基本的な調査の一

つです。

両調査と也、それぞれ平成8年

と9年!こ大規模な調査が実施され

ており、中間年|こあ足る舎年は簡

易調査として、 調査内容が簡素化

され、調査票への記入が1 回です

むようになっています。

6月の下旬頃から、 調査員がお

伺いしますので、ご協力くだ、さい

ますようお願いします。

なお、調査lこついて不明な点が

ある場合は、お気軽にお問い合わ

せください。

節水

水道週間
(6月 1 日 "'7 日)

道業者(聞指定)追加
役場水道課

富964-2001側内線332
下記の業者を5月 1 日付けで重信

町給水装置工事業者に追加指定し

左ので、お知らせします。

恒和設備工業紛

松山市北梅本町637番地

富975-3315

愛生創工

松山市西一万町4-11

箇934-0505

Information� 
護人派遣申請について
(母子・寡婦家庭)

重信町母子寡婦福祉会
北吉井地区
高須賀一美 蜜964-3315

南吉井地区
岡田都子宮964-6613

拝志地区
野首勝子宮964-3198

母子・寡婦の万が疾病や緊急の

用事等で介護人を派遣してほしい
場合、県から委託を受け左重信町

母子寡婦福祉会に登録しておけ

ば、同会から介護人を派遣してち

らえる制度があります。

登録期聞は、 7月 1 日から7月25

日までです。

通事故の発生状況
松山南交通安全協会
冨958-6558

537 -55 
(松山南警察署管内)

県下の死亡事故は昨年|こ比べ大幅

|こ増えており、 毎月 15人以上が死亡

という異常事態が続いています。

こころと時聞にゆとりを措っ左運

転を心がけましょう。

重信まごころ銀行に次の万か

ら金一封を寄付下さいまし左。
温かい善意ありか、とうございま

す。(殻称略)

〈一般寄付〉皿ヶ嶺山草会一同

〈香典返し)

佐伯良子 (見奈良)

亡夫・英三

井門義夫 (牛測)

亡妻 ・ハルノ
永野 通(上村)

亡祖母・藤子

末光美恵予 (北野田)

亡夫・一郎

中上性喜(見奈良)

亡母・タマヨ
星川 清 (牛 j剃)

亡妻・千栄予
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一
丸
と
な
っ
て

町
民
大
運
動
会
開
催

四
月
二
五
日
、
恒
例
の
町
民
大
運
動

会
が

、

雨
天
の
だ
め
一
週
間
遅
れ
て

、

重
信
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
C
開

催
さ
れ
ま
し
定
。

び
ん
倒
し

、

運
定
め
し

、

キ
ャ
リ
ー

で
キ
ャ
ッ
チ

、

リ
レ

l

芯
ど

、

分
館
単

位
で
競
わ
れ

、

Aフ
年
は
下
称

、

か
優
勝

、

田
窪
が
準
優
勝
し
ま
し
左
。

ど
こ
の
分
館
ち

、

和
気
あ
い
あ
い
と

区
民
同
志
の
親
睦
が
図
れ
だ
よ
う
で
し

だ
。来

年
度
か
ら
は

、

西
岡
巴
こ
の
ほ
ど

完
成
し
左
重
信
町
総
合
公
園
・
多
目
的

広
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

み
こ
し
だ

っ
ッ
シ
ョ
イ

見
奈
良
で
春
ま
つ
り

五
月
三
目

、

見
奈
良
の
素
鷲
神
社
で

春
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

子
供
相
撲

、

も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
だ

後
、

氏
子
左
ち
巴
よ
り
御
輿
が
か
か
れ

、

見
奈
良
区
の
中
を
練
っ
て
歩
き
ま
し

だ
。

春
ま
つ
り
で
御
輿
が
出
る
の
は
松
山

地
万
で
も
め
ず
ら
し
く

、

二
O
年
程
前

に
区
の
青
年
部

、

か
復
活
さ
せ
て
か
ら

、

ず
っ
と
続
い
て
い
る
そ
う
で
す

。

) 

夢
を
あ
げ
よ
う

上
村
こ
い
の
ぼ
り

合
年
も

、

四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬

巴
か
け
て

、

上
村
の
源
平
谷
池
巳
約
一

0
0

匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
架
け
渡
さ
れ

ま
し
だ
。

地
元
「
夢
ク
ラ
ブ
上
村
」
(約
五
O
名
)

の
会
員

、

ガ
、

約
二
0
0
メ
ー
ト
ル
の
ワ

イ

や
ー
を
池
の
両
脇

C
架
け

、

丸
一
日

か
け
作
業
し
ま
し
だ
。

県
道
伊
予
・
川
内
線
か
ら
き
れ
い
巴

見
え
る
の
で

、

通
り
が
か
っ
左
人

、

ガ
車

を
止
め

、

見
上
げ
て
い
る
万
も
何

人
か

い
ま
し
定
。

合
年
で
四
回
目
の
架
け
渡
し
と
な
り

ま
し
芝

、

か
、

こ
い
の
ぼ
り
の
傷
み
が
は

げ
し
く
、

提
供
さ
れ
る
こ
い
の
は
り
も

減
っ
て
し
ま
っ
左
と
い
う
こ
と
で

、

会

で
は
こ
い
の
ぼ
り
の
提
供
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

連
絡
先

津
川
畝
一

富
九
六
四
|
九

O

(
表
紙
写
真
説
明
)

給
食
だ
i

い
す
を

ス
テ
ン
レ
ス
食
器
登
場

「
舎
日
の
給
食

、

な
ん
や
ろ
う
?
」

「
全
部
残
さ
な
い
で

、

定
べ
れ
る
よ
。

」

舎
日
も
北
吉
井
幼
稚
園
の
ラ

ン
チ

タ
イ
ム
は

、

巳
ぎ
や
か
で
す
。

重
信
町
で
は

、

四
月
か
ら

、

小
・

中
学
校
・
幼
稚
園
・
上
林
保
育
所
あ

わ
せ
て
計
二
九
五

O
人
分
の
食
器
を

ポ
リ
力
ー
ボ
ネ
|
卜

(
P
C
)製
か
ら

安
全
性

、

か
高
い
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
蛮

更
し
ま
し
定
。

こ
れ
は

、
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
巴

、

P
C

製
食
器
か

ら
溶
出
さ
れ
る
環
境
ホ
ル
モ

ン
ガ

、

成
長
期
に
あ
る
子
供
に
影

響
を
与
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
定
め
で
す
。
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仁

a; き

ことね

岡田琴音ちゃん (H10.6.9生)
「子育ての楽しきと六褒きを感じながら
4人目の琴ぢψ九宅宅う 1歳で本
と九な白の子12なるのかとって宅
楽しみです。ゆっくり六きくなってね L

(父・誠司 母・かおり)北野田

元気な重信っ子を募集します l
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、 写真に保護者
のコメントを添えて役場総務課までお送り 下さい。

戸籍の窓
お誕生おめでとう
住所 出生児 保護者 生年月日

野田 1 丁目 山本萌菜 英樹 4 ・ 1

牛測 里村菜名実 隆一 4'5 

見奈良 池田達Eコ海ゐ 洋一 4 ・ 10

野田 1 寸目 山口朱剥 司 4 ・ 13

志津川 山本琉香 純 4 ・ 14

樋口 杉原孝幸 伸彦 4 ・ 14

野田 2丁目 坂本 し修唱う
雅治 4 . 17 

西岡
池田涼リgょ末う忽

王央 4 . 17 

田窪 上見比u 奈a 勝ヲE 4 . 19 

志津川 上野優 ミJ三月巨 4 ・ 23

野田 1 丁目 遠山京そう雅が 浩司 4 . 23 

見奈良 矢野a蒼Bお土し
篤史 4 ・ 26

田窪 森 い彩る葉鼠 誠司 4 . 26 

西岡 森本悠ゆづ月e 英雄 5 . 1 

1 3:30- 15: 30 1 町 民会館目 目

(5月 10日までの届出分)

お悔やみ申し上げます
住所 氏名 年令 死亡日

南野田 高村シゴコ 86 4 ・ 12

北野田 末光一郎 74 4 ・ 12

西岡 ご島藤一 85 4 ・ 20

田窪 窪田久美 80 4 . 22 

上 林 山内明次郎 89 4 . 22 

南野田 永田房悪 72 4 ・ 28

南野田 坂本トミコ 76 4 . 28 

牛測 星川千豊臣子 66 4 ・ 28

牛測 寺西照邦 57 5 ・ 1

牛測 渡部豊子 75 5 • 3 

樋 口 和田安則 81 5 ・ 8

横河原 菅山悪美子 68 5 ・ 10

人権相談所 10:00- 15:001 役場2階第1会議室 1. .-.1燃やさないごみ(ペットボトル、その他) (機河原区)
4 (日) 卜 ---ー一-一ーー自由ー-一 - -- ーーーー ー

やさないごみ(空き缶 ・ 金属類、 ぴん ・ガラス類) (全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他) (績河原区)
2α日)ト ーーーー ー ーーー ーーーーーーーー ー ーーー

組大ごみ(機河原区)

中川病院 富976ー7811

たごみ(繍河原区)

番医 渡部内科 松山市南梅本町 富975一

発行 愛媛県温泉郡重信町 編集 総務課 w791 --û 292 重信町大字志津川972番地雷(089)964-200 1 (代表) 印刷 NTT四国電話帳紛
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